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法
人
規
模
の
特
徴
や
留
意
点
を
反
映
し
た

内
部
統
制
の
重
要
性
が
み
て
取
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
法
人
の
大
規
模
化
と
組
織
的

経
営
を
実
現
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

❶
権
限
委
譲
と
職
務
権
限
規
程
の
明
確
化

　
「
管
理
者
が
自
主
的
に
事
業
所
の
課
題
解

決
に
取
り
組
ま
な
い
」「
職
員
は
、
い
わ
な

い
と
動
か
な
い
」
と
嘆
い
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

経
営
者
が
日
々
の
現
場
業
務
か
ら
離
れ

て
経
営
戦
略
に
専
念
す
る
た
め
に
は
、
組

織
の
大
規
模
化
に
と
も
な
う
「
権
限
委
譲
」

と
「
職
務
権
限
規
程
の
明
確
化
」
が
必
要

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
委
譲
し
た
側
・
さ

れ
た
側
だ
け
で
な
く
、
事
業
に
関
わ
る
全

員
が
権
限
規
程
を
も
と
に
組
織
内
の
行
動

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
効
率
的
に
収

益
を
得
る
た
め
の
戦
略
の
ひ
と
つ
に
、
法

人
の
大
規
模
化
が
あ
り
ま
す
。
大
規
模
化

は
、「
平
成
29
年
度
介
護
事
業
経
営
実
態
調

査
結
果
」
で
、
収
入
が
多
い
事
業
者
ほ
ど

経
常
利
益
率
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
有
効
と
い
え
ま
す
。

　

法
人
を
大
規
模
化
す
る
過
程
で
は
、
属

人
的
な
経
営
か
ら
組
織
的
な
経
営
へ
と
移

行
し
て
い
く
「
組
織
化
」
が
重
要
で
す
。

図
表
は
、
法
人
規
模
の
特
徴
と
経
営
の
留

意
点
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

実
際
、
私
た
ち
が
受
け
る
相
談
で
は
、
事

業
の
拡
大
や
多
角
化
に
と
も
な
う
組
織
化

が
遅
れ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
課
題
が
多
く

上
が
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

を
お
こ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
は
、
経
営
者
に

権
限
が
集
中
す
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
経
営
者
の
対
応
で
き
る
範
囲
に

は
限
り
が
あ
り
、
経
営
者
に
万
が
一
の
こ

と
が
あ
っ
た
場
合
に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

自
立
し
た
組
織
を
築
く
た
め
に
は
、
指
示

命
令
や
責
任
の
所
在
を
整
理
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

❷
組
織
体
制
と
役
割
分
担
の
明
確
化

　
「
営
業
活
動
は
私
の
業
務
で
は
な
い
」
と

職
員
か
ら
断
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

職
種
に
よ
る
業
務
の
停
滞
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、
事
業
所
で
必
要
と
さ
れ
る
業

務
の
洗
い
出
し
と
と
も
に
「
組
織
体
制
」

と
「
役
割
分
担
の
明
確
化
」
が
必
要
で
す
。

業
務
の
分
担
を
適
切
な
も
の
と
し
、
役
割

分
担
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
分
業
に
よ

る
協
業
の
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
す
。　
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な
く
、
透
明
性
も
期
待
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
は
、
在
籍
年
数

の
長
い
職
員
が
、
属
人
的
に
事
業
所
を
運

営
し
た
り
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
り
す
る

ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

属
人
的
な
事
業
運
営
で
は
、
組
織
の
中

心
と
な
る
職
員
個
人
の
ス
キ
ル
を
越
え
た

組
織
の
成
長
は
望
め
ま
せ
ん
。
個
人
の
能

力
に
頼
ら
な
い
経
営
の
た
め
に
は
、
組
織

的
な
仕
組
み
と
し
て
業
務
を
標
準
化
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

❺
規
程
の
有
効
化
と
組
織
の
訓
練

　
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
は
、
組
織
的

な
運
営
は
な
じ
ま
な
い
」「
規
定
を
整
備
し

て
も
絵
に
描
い
た
餅
で
あ
る
」
と
組
織
化

を
断
念
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
「
規
程
を
有
効
化
」
し
て
組
織
を
運
営
す

る
た
め
に
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職
を
中
心

と
し
た
人
材
の
育
成
が
必
要
で
す
。
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
や
、
規
定
を
運
用
す
る
「
組
織
の
訓
練
」

を
行
う
こ
と
で
、
規
定
を
さ
ら
に
有
効
的

に
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
無
計
画
な
組
織
の
訓
練
で
は
、

労
働
意
欲
の
低
下
や
人
材
流
出
、
離
職
率

の
増
加
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
組
織
を
訓
練
し
て
組
織
を

強
化
す
る
に
は
、
法
治
的
な
経
営
や
就
業

規
則
の
整
備
・
充
実
、
人
事
考
課
規
定
の

整
備
・
運
用
、
公
平
な
人
事
評
価
等
の
導

入
が
重
要
で
す
。

介護経営術
激動
生き抜く

の
を時代

　

担
当
が
あ
い
ま
い
な
業
務
や
、
職
種
に

よ
っ
て
解
釈
の
違
う
業
務
が
生
じ
て
い
る

状
況
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
が
思
う
ま

ま
に
業
務
に
あ
た
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
組
織
体
系
に
お
け
る
本
部
部
門
や

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
職
種
と
い
っ
た
単
位

ご
と
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
明
確
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

❸
意
思
決
定
過
程
の
文
章
化
と
集
団
的
意

思
決
定

　

経
営
者
が
、
会
社
の
業
務
上
の
意
思
決

定
の
す
べ
て
を
担
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

大
規
模
化
の
過
程
で
、
業
務
上
の
意
思

を
組
織
で
決
定
す
る
た
め
に
は
、
意
思
決

定
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
細
分
化
す

る
と
と
も
に
、「
意
思
決
定
過
程
の
文
章
化
」

が
必
要
で
す
。
文
章
化
の
代
表
と
し
て
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
稟
議
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

事
業
を
運
営
す
る
う
え
で
、
複
数
の
職

種
で
協
議
す
る
機
会
を
も
た
な
い
こ
と
は
、

大
き
な
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

決
済
権
限
の
分
散
や
、
多
職
種
の
意
見
を

意
思
決
定
に
反
映
さ
せ
る
「
集
団
的
意
思

決
定
」
に
よ
っ
て
、
経
営
判
断
の
ミ
ス
に

よ
る
リ
ス
ク
を
減
少
で
き
ま
す
。

❹
社
内
ル
ー
ル
の
明
確
化
と
業
務
の
標
準
化

　
「
特
定
の
職
員
に
し
か
対
応
で
き
な
い

サ
ー
ビ
ス
や
、
遂
行
で
き
な
い
業
務
」
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

組
織
を
機
能
化
さ
せ
て
業
務
の
成
果
を

あ
げ
る
た
め
に
は
、
職
務
権
限
規
程
や
役

割
分
担
の
ほ
か
に
、「
社
内
ル
ー
ル
の
明
確

化
」
と
「
業
務
の
標
準
化
」
が
必
要
で
す
。

　

標
準
化
さ
れ
た
も
の
が
適
切
に
運
用
さ

れ
れ
ば
、
業
務
を
均
質
化
す
る
こ
と
と
な

り
、
業
務
の
合
理
化
や
質
の
向
上
だ
け
で

図表　法人の規模の差に着目した特徴と留意点
法人の規模 特徴 留意点

大規模
（例）複数のエリアで活
動する法人、複数の事
業を展開する法人など

①福祉ニーズに対応した柔軟な事業展開
が可能

②法人内の資金の融通が可能
③広範な人事異動が可能となり、職員の

キャリア形成に寄与。定期的な人材募
集が可能

④法人本部（統括部門）と施設（事業実施部
門）の役割分担が図られ、統括部門の専
門化が図られる

⑤業務効率化が図られる（IT化等）

①意思決定に一定の時間を要する場合が
ある

②組織が大きくなるほど、法人本部が組
織として機能するためのシステムが求
められる

③ガバナンスがしっかりしていない場合、
施設ごとの縦割りが生じる

④権限委譲が十分されていないと、特定
の地域に固有のニーズにきめ細かく対
応しづらい

⑤各事業が提供するサービスの統一的管
理が必要

小規模
（例）単一のエリア内で
活動する法人、単一の
事業を実施する法人、
少人数を対象とした事
業のみ行う法人など

①意思決定が迅速
②事業所の所在する地域に特化したサー

ビスをきめ細かく提供することが可能
③法人（事業所）全体の一体感が醸成され

やすい

①サービスを多様に展開する際に制約が
ある

②人事異動の幅が限られ、職員のキャリ
ア形成に限界がある。定期的な人材募
集が難しい

③経営組織の牽制機能が働かない場合、
理事長の専横となるおそれがある

④法人本部と事業所に境がなく、法人と
しての意識が希薄になる傾向がある
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